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本論文は、ディスクール分析（analyse du discours：フランス学派言説分析）という枠組みに

おいて、日本とフランスの化粧品広告をコーパスとして、広告ディスクールのメカニズムを解読

すると共に、日仏における、女性美概念の共通、相違点を探り、ディスクールと「場」（日仏の

社会・文化的差異）との関係を明らかにしようとするものである。研究対象コーパスは、合計 900

広告（691 仏広告、209 日本広告）で、フランスの女性週刊誌 ELLE と日本の女性月刊誌 More の

6 ヶ月間：2003 年 5 月、9 月、11 月、12 月、2004 年 2 月、3 月に掲載された化粧品広告を収集

したものである。「発話装置」、「モダリティ付与」の分析については、細部に関わる緻密な分析

であることから 20 広告を抜粋して分析を行った。 

本論文の特徴は、ディスクール分析を枠組みとし、先行研究では十分に分析されていない、ディ

スクールと「場」、文脈（コンテクスト）、「発話装置」、ディスクール特性等を研究対象としたこ

とにある。ディスクール分析は、フランスでは、実に広範囲にわたる研究の枠組みとして用いら

れ、今後も様々な研究に有用だと考えられている。しかし、日本では、主に英米のディスコース

分析(discourse analysis)が知られ、異なる発展を経てきた、フランスのディスクール分析は現

在に至るまで、全くと言ってよいほど紹介されず、この枠組みでの研究はほとんど行なわれてい

ない。その点から、本論文は、ディスクール分析研究の方法論の一端を提示する試みであるとも

いえる。 

本論文は、3 部構成である。第一部では、研究対象と方法論を提示し、第二部では、広告ディス

クールの言語学的考察を行った。そして、第三部では、コーパスの異文化間比較分析というアプ

ローチを取っている。本文は、序章と結論を含め、全 7 章からなる。参考資料には、コーパス広

告の写真の他、900 広告のデータ、コーパスの統計（表とグラフ）、ブランドのスローガン、日本

女性向けディスクールが含まれている。 

 

‐論文構成‐ 

1. 序章 

第一部：研究対象と方法論 

2. 研究方法とコーパス 

第二部：広告ディスクールの言語学的考察 

3. 発話の分析 

4. 句レベルの分析：「モダリティ付与（MODALISATION）」分析 

第三部：コーパスの異文化間比較分析 

 5. 日仏別にみるコーパス特性 

 6. 「（肌が）白い」についてのステレオタイプ分析 

7. 結論 
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